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以下の天体におけるデバイ長 λD、平均自由行程 l、プラズマパラメータ neλ
3
D、プラズマ振動数

ωpe を計算し、表を完成させよ。(空欄が狭いので、提出の際はこの紙に直接書き込まず別紙に記
載のこと。)

温度 電子密度 デバイ長 平均自由行程 プラズマパラメータ プラズマ振動数
T (K) ne(cm

−3) λD l neλ
3
D ωpe

太陽内部（中心） 1.5 × 107 1026

光球 6000 1017

彩層 104 1012

地球磁気圏 107 0.1
電離層 103 105

実験室プラズマ 107 1012

星間ガス（ＨＩ） 103 1
銀河団ガス 108 10−4

パルサー磁気圏 1010 1
降着円盤（Ｘ線星） 107 1020

以下の式を使って計算する。ただし、k = 1.38×10−16erg/K、e = 4.8×10−10esu、me = 9.1×10−28g
とする。
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